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青年女子の人間観と適応感※
一日本的自己とのかかわりから一
罰点富美子1．矢澤圭介1．清水海牛2※※
?
題
　筆者らは，人間観を人が自己，他者，そして自他の人間関係について抱く，総体的なイメー
ジと定義し（石井，矢澤，清水，1997），日本人の人間観を青年，壮年，老年と生涯発達的に，
さらに施設職員，行政の相談機関職員といった社会福祉従事者別に調査を行い，「そこに明ら
かになる人間観の一般性と差異性は，日本社会に有効な社会福祉の方法論的原理を検討する一
助になるはずである。」という問題意識から，計画の第一歩として，本学社会福祉学部1年生
（第1期生）がどのような人間観を持っているかを調査した（石井，矢澤，清水，1997）。
　さらに，この調査については，人間観に4つの葛藤ないし対立軸を仮定し，分析を加えた
（矢澤，石井，清水，1997）。4つの葛藤ないし対立軸とは，第1に集団主義一個人主義，第2
に競争的達成基準一自己的（自分なりの）達成基準，第3に外的基準一内的基準，第4に「も
の」志向一宗教志向である。
　これらの葛藤ないし対立軸については，心理学的研究を展望し概念的整理を行った。第1の
集団主義一個人主義は，従来から「日本人論」の文脈で西欧の個人主義と対比する形で，これ
まで「甘え」（土居，1971），問人主義（浜口，1982），「日本的自我」（南，1983）といった概念
が提唱されてきた。そこで共通して指摘されるのは，「自他の区分が曖昧で，主体としての
r個』の意識が乏しく，自己意識の内容が周囲の他者に強く規定される」という日本人の特質
である。これらの諸概念から第1の葛藤・対立軸を，集団主義一個人主義として位置づけた。
　第2の競争的達成基準一自己的（自分なりの）達成基準については，動機づけの研究領域で
　「達成動機」として研究されてきている。達成動機を一側面的に捉える最近の動きの中で取り
上げられている「競争的達成動機」一「自己充実的達成動機」として第2の葛藤・対立軸を位
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置づけた。
　第3の外的基準一内的基準については，社会心理学の自己過程に関する研究領域で「自意
識」として研究されてきている。Fenigstein　et．1（1975）が見出した「私的自意識」と「公的自
意識」としての第3の葛藤・対立を位置づけた。
　第4の葛藤・対立軸については，心理学的研究では2極の対立概念として直接的には取り上
げられていない。そこで宗教のみを一般的な「宗教意識」として位置づけた。
　本研究では，先行研究で吟味した前述の仮説に基づいて，本学社会福祉学部女子学生と本学
短期大学部女子学生とを比較し，それぞれがどのような人間観を持っているかを調査する。彼
らは，発達的に青年後期に位置すると同時に，異なった専門を志す者として若干異なる特性を
示すと予想される。青年女子の人間観を「日本的自己」5尺度，「達成動機」2尺度，「自意
識」2尺度「宗教意識」3尺度の計12尺度について因子分析を行い，青年女子の人間観の構造
を明らかにすることを目的とする。また，人間観と適応感との関係についても検討する。適応
感については，内田（1990）の包括的な「生活感情」概念に依拠した。：本研究では生活感情を
「生活満足」とし，「対人関係」「自己認知」「現実目標」「理想目標」の4領域について測定す
る。
方 法
　調査対象者：R大学社会福祉学部1年生女子168名（社会福祉学科91名，人間福祉学科77
名），R大学短期大学部商経科1年生女子126名，合計294名。平均年齢は，社会福祉学科19．0
歳SD＝．77，人間福祉学科19．0歳SD＝．64，商経科18。8歳SD＝．48である。
　調査手続き：授業時に質問紙を配布し，記入方法を説明した後，各質問項目を順次読み上げ
て回答を求めた。調査対象者の個人属性として所属学部・学科，学年，性別，年齢を記入させ
た。質問項目への回答は5件法で，「かなり（そうである）」，「やや（そうである）」，「どちらと
も（いえない）」，「あまり（そうではない）」，「まったく（そうではない）の5選択肢の中か
ら，「自分（の考え）にもつとも当てはまると思うところ1つ」を選択させた。質問紙への回答
にあたって調査対象者には，答に正誤はないこと，結果は統計的に処理するので個人の結果を
問題にすることはないことを伝えた。
　調査実施時期は，社会福祉学部社会福祉学科は1996年10月，社会福祉学部人間福祉学科は
1997年1月，短期大学部商経科は1996年12月であった。
　質問項目の構成：「日本的自己」は，日本人論の系譜で展開された諸概念と個人主義の特質
とから質問を収集して因子分析を行った高田と松本（1995）の研究を検討し，因子名称や構i成
項目に若干の修正を加え，「対人関係重視」7項目，「ウチへの甘え」11項目，「他者への信頼」
5項目，「個人の自立」5項目，「利己主義」4項目の5尺度，計32質問項目で測定した。「対人
関係重視」は，高田らの「分け隔てのない親和性」から日本的自我と甘えに由来する項目を除
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去して，二人主義的に純化したものである。問人主義（浜口，1982）とは，相互依存主義，相
互信頼主義，対人関係の本質視を特質とし，自己中心主義，自己依拠主義，対人関係の手段視
を特質とする個人主義と対置される。「ウチへの甘え」は，「身近な他者への配慮」から日本的
自我に由来する項目を除去して，甘えに純化したものである．甘え（土居，1971）とは，日本
人の特色を「自他の未分化」「ウチ・ソトの区分」，「集団への埋没」として捉える。「他者への
信頼」と「利己主義」は尺度名のみを若干修正，「個人の自立」は同一の質問項目である。高田
らの「他者評価への懸念」と「他者評価への防御姿勢」は，本研究では「自意識」の観点から
測定するため，除去した。「他者への信頼」は，他者に対する無条件の信頼を意味する。「個人
の自立」は，他者と自己を峻別し行動のより所を自己に求める考え方であり，「利己主義」は塾
者を排除し自分の利益をのみを重視することを意味する。つまり，「日本的自己」について，集
団主義の下位概念として「対人関係重視」・「ウチへの甘え」・「他者への信頼」を，個人主
義の下位概念として「個人の自立」「利己主義」を位置づけている。
　達成動機は，「社会的・文化的に価値あるとされたことを成し遂げること」と定義されてい
る。「競争的達成動機」とは他者をしのぎ，他者に打ち勝つことで社会から評価されることをめ
ざす達成動機であり，「自己充実的達成動機」は他者・社会の評価にはとらわれず，自分なりの
達成基準への到達をめざす達成動機である。「達成動機」の質問項目は，堀野・森（1991）の因
子から因子負荷量を考慮して項目を若干絞り，「自己充実的達成動機」11項目，「競争的達成動．
機」10項目の2尺度計21項目で構成した。
　「自意識」は，自己に注意が集中した状態で，自己評価や社会的行動に影響するといわれて
いる。また，「私的自意識」は自己の内面や感情，気分など，他者からは直接観察されない，自
己の側面に注意を向ける程度に関する個人差であり，「公的自意識」は自己の服装や髪型，ある
いは他者に対する言動など他者が観察しうる自己の側面に注意を向ける程度に関する個人差で
ある。「自意識」の質問項目は，Fenigsteinら（1975）の日本語版を作成した管原（1984）の2
因子から逆転項目を除いて，「公的自意識」10項目，「私的自意識」9項目の2尺度計19項目で
構成した。
　「宗教意識」は，世界青年意識調査（1978）の「人生にとって宗教や信仰はどの程度大切な
ものだと思うか」という質問項目から「宗教の価値」7項目，NHK世論調査（1971）の「宗
教や信仰に関係すると思われることがらで，信じているものは何か」から「宗教的信条」6項
目，「宗教や信仰に関係すると思われることがらで，行っているものは何か」から「宗教的実
践」6項目の3尺度，計19項目を採用した。以上のように質問紙は計12尺度，91質問項目から
構成されている。
　「生活感情満足」は，適応感を測定対象とするため，内田（1990）の生活感情の4領域の肯
定項目のみを採用して，「対人関係」4項目，「自己認知」4項目，「現実目標」4項目，「理想
目標」4項目の計4尺度16項目を採用した。「対人関係」は他者や他老との関係から生じる感情
であり，「自己認知」は自己に向けられる感情であり，「現実目標」は現実目標の達成に関わる
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感情であり，「理想目標」は将来の理想目標達成に関わる感情である。
　以上，16尺度，計107質問項目で質問紙を構成した。尺度の定義については，表1の「人間観
12尺度・生活感情満足4尺度の定義」に示す通りである。また，各尺度毎の具体的質問項目
は，本論末の付録に示してある。
表一1　人間観12尺度・生活感情満足4尺度の定義
構　成
T　念
尺　　　　度
i下位様態）
定　　　　　　　　　　義
i測定しようとする心理的内容）
対人関係重視 「ウチ・ソト」を区別せず，人間同士の相互援助や人付き合いの大切さを
ｭ調する考え方（「間人主義」に基づく）
ウチへの甘え 「自他の未分化」，「ウチ・ソトの区分」，「集団への埋没」を特徴とする考
ｦ方（「甘え」概念に基づく）?????
他者への信頼 他者に対するいわば無条件の依存・信頼を強調する考え方
i「間人主義」の相互信頼に基づく）
個人の自立 他者と自己を峻別する考え方
i「個人主義」の自己依拠に基づく）
利己主義 他者を排除し，自分の利益のみを重視する考え方
i「個人主義」の自己中心に基づく）
?????????????
自己充実的達
ｬ動機
他者・社会の評価にはとらわれず，自分なりの達成基準への到達をめざす
B成動機
????
競争的達成動@
他老をしのぎ，他者に勝つことで社会から評価されることをめざす達成動
@
公的自意識 服装や髪型，他者への言動など，他者が観察しうる自己の側面に注意を向
ｯる程度に関する個人差???
私的自意識 自己の内面や感情，気分など，他者からは直接観察されない自己の側面に
壕ﾓを向ける程度に関する個人差
宗教の価値 宗教をどんな側面からどの程度評価しているかに関する意識????
宗教的信条 宗教について，どのようなことを，どの程度信じているかに関する意識
宗教的実践 宗教について，どのようなことを，どの程度実践しているかに関する意識
対人関係 日常生活の中で他者に向けられる，あるいは他者との関係で生じる感情の
梠ｫ度
??????
自己認知 日常生活の中で自己に向けられる，あるいは自己に感じられる感情の満足x
現実目標 日々の生活における現実目標の達成にかかわる感情の満足度
理想目標 将来の理想目標達成に関わる感情，あるいは将来展望により生じる感情の
梠ｫ度
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　分析方法：5件法による質問項目に対する回答の「まったく（そうではない）」に1点，「あ
まり（そうではない）」に2点，「どちらとも（いえない）」に3点，「やや（そうである）」に4
点，「かなり（そうである）」に5点を与えた。ここで，回答に欠落値があった場合には，その
項目を除いた尺度を構成する項目の平均値を算出して尺度得点とした。
　まず，人間観に関する12尺度得点を，294名について因子分析（主因子法・バリマックス回
転）した。そして，「人間観」の因子分析での調査対象者毎の因子得点と，「生活感情満足」4
尺度得点との問の相関係数を算出した。これにより，青年女子の人間観の因子構造を明らかに
し，さらに自己意識のどの側面が「生活感情満足」のどの側面と関連するかを分析した。
結 果
　1　因子分析の結果と因子の解釈
　調査対象267名について，人間観12尺度を因子分析した因子負荷量表が表2である。4因子
が抽出された。
表一2　人間観12尺度の因子負荷量表（N＝267）
尺　　度　　名 1因子 2因子 3因子 4因子
????????????? ? ????? ???? ??．736
．701
．588
．100
一．013
．169
．110
．152
一．005
．141
一．004
一．096
一．087
一．168
一．016
一．933
一．354
一．343
一．140
一．004
．030
一．044
一．243
一．183
，085
．145
．026
．241
．134
一。126
，570
．569
．545
　　．100
　　．221
　　．003
　一．108
　　．093
　　．061
　　．285
　　．002
．060
．337
一．107
．614
．498
一．483
寄　与　率　（％） 12．4 10．5 10．0 9．4
　第1因子は，表一3に示すように「宗教的価値」「宗教的信条jr宗教的実践」と，．736一
．588の因子負荷量を示し，『宗教意識』の因子と捉えられる。この因子は，「対人関係重視」「個
人の自立」「競争的達成動機」（一．004ニー．013）とは関係が薄く，「ウチへの甘え」「自己充実的
達成動機」（．169一．152）とやや関係するものと考えられる。
　三一4に見るように，第2因子は，「公的自意識」に一．933と最も高く負荷し，「競争的達成動
機」「ウチへの甘え」にもそれぞれ一．354，一．343と負荷している。他者が観察しうる自己の側面
に集中的に注意をはらい（公的自意識），他者をしのぎ，他老に打ち勝つことで社会から評価さ
れることに動機づけられ（競争的達成動機），ウチとソトを区別し，ソトに対しては気を使うが
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ウチには甘える（ウチへの甘え）尺度に関係しており，いずれも自己と他者とを比較する心理
を示すものとしてr社会的比較』の因子と捉えられる。この因子は，「対人関係重視」（「243）
とやや関係があり，「個人の自立」「自己充実的達成動機」「宗教的実践」「他者への信頼」とは
関係が薄い。
　〈因子の解釈〉
　　　　　　　　　　　　　　　三一3　第1因子　「宗教意識」
尺　　度　　名 負荷量 一1．0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　1．0
宗教の価値 ．736 ＊＊＊＊＊＊＊
宗教的信条 ．701 ＊＊＊＊＊＊＊．
宗教的実践 ．588 ＊＊＊＊＊＊
ウチへの甘え ．169 ＊＊
自己充実的達成動機 ．152 ＊＊
他者への信頼 ．141
?
私的自意識 ．110
?
公的自意識 ．100
?
対人関係重視 一．004
個人の自立 一．005
競争的達成動機 一．013
利己主義 一．096
?
表一4　第2因子　　「社会的比較」
尺　　度　　名 負荷量 一1．0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　1．0
個口の自立 ．030
自己充実的達成動機 一．004
宗教的実践 一．016
他者への信頼 一．044
宗教の価値 ㍉087
?
私的自意識 一．140
?
宗教的信条 一．168 ＊＊
利己主義 一．183 ＊＊
対人関係重視 一．243 ＊＊　　　　　　　　　　　　G
ウチへの甘え 一．343 ＊＊＊
競争的達成動機 一．354 ＊＊＊＊
公的自意識 ㌦933 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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表一5　第3因子　　「自立一甘え」
尺　　度　　名 負荷量 一1．0＊＊＊＊＊＊＊＊＊　0＊＊＊＊＊＊＊＊＊　Lb
私的自意識 ．570 ＊＊＊＊＊＊
自己充実的達成動機 ．569 ＊＊＊＊＊＊
個人の自立 ．545 ＊＊＊＊＊
対人関係重視 ．337 ＊＊＊
公的自意識 ．241 ＊＊
宗教的信条 ．145
?
競争的達成動機 ．134
?
宗教の価値 ．085
?
他者への信頼 ，060
?
宗教的実践 ．026
利己主義 ∴107
?
ウチへの甘え． 一．126
?
　第3因子は，「私的自意識」「自己充実的達成動機」「個人の自立」と．570一337の因子負荷量
を示している。他者からは直接観察されない，自己の側面に注意を向け（私的自意識），他者・
社会の評価にはとらわれず，自分なりの達成基準への到達をめざすことに動機づけられて（自
己充実的達成動機），個人の自立を重視する尺度に関係している。いずれも心理的，または行動
的自立を示すものとして自立の因子と捉えられる。このように一極型の因子であるが，負の因
子負荷量（一．126，一．107）を示す「ウチへの甘え」と「利己主義」が，「私的自意識」，「自己充
実的達成動機」，「個人の自立」と相反する位置関係にあるため，r自立一甘え』の二極型の因子
と解釈することもできる。
　　　　　　　　　　　　　　　表一6　第4因子　　「協調一利己」
尺　　度　　名 負荷量 一1．0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　0　＊＊＊＊＊＊＊＊＊　1．0
他者への信頼 ．614 ＊＊＊＊＊＊
対人関係重視． ．498 ＊＊＊＊＊
自己充実的達成動機 ．285 ＊＊＊
宗教的信条 ．221 ＊＊
宗教の価値 ．100
?
ウチへの甘え ．093
?
私的自意識 ．061
?
宗教的実践 ．003
個人の自立 ．002
公的自意識 一．108
?
競争的達成動機 一．329 ＊＊＊
利己主義 一．483 ＊＊＊＊＊
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　第4因子は，「他者への信頼」「対人関係重視」と正の因子負荷量：（614，498）を示し，「利
己主義」「競争的達成動機」と負の負荷量（一483，一329）を示す二極型の因子として捉えられ
る。他者に無条件に信頼を寄せ（他者への信頼），ウチとソトを区別せず，人間同士の援助や付
き合いを大切にし，他者と協調しようとする特質は，他者を排し，自分の利益のみを求め（利
己主義），他者をしのぐことで社会から評価されることに動機づけられる（競争的達成動機），
自分本位な利己的な特質と相反する位置関係にあり，r協調一利己』の因子として解釈できる。
この因子は，「宗教的実践」「個人の自立」と関係が薄く，「自己充実的達成動機」「宗教的信
条」とやや関係がある（285，。221）。
　2　学科別　因子構造の相違
　抽出された4因子を，青年はどの程度自己の人間観と一致するものとして考えているのであ
ろうか，学科別に見てみよう。図一1は，抽出された4因子について，学科別に因子得点を示
したものである。（単位は1／1000）
　　　　　　　　　　　　　　　図一1　学科別　因子得点
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　　　一30
　学科によって，因子構造が異なっていることが示された。特に，社会福祉学部と商経科の違
いは顕著である。商経科の学生は，r宗教意識』の因子得点が低く宗教に否定的である。　r社会
的比較』はやや低く，他者の視線を強く意識することもほとんどない。『自立一甘え』の因子得
点もやや低く，自立はあまり意識されず，甘えがやや肯定されている。r協調一利己』はかなり
低く，他者と協調することには重きを置かず，他者をしのいで，社会から評価されることを期
待し，自分の利益を追求する人間観を重視する特質が捉えられる。それに対して，社会福祉学
部の学生については，第1因子と第3因子は両学科とも同じ傾向が見られるが，第2因子と第
4因子には違いが見られた。
　社会福祉学科の学生は，r宗教意識』の因子得点は比較的高く，宗教に関心をもっていること
がうかがえる。r社会的比較』はやや高く，他者を意識し，それとの比較によって自己を見つめ
ていると考えられる。r協調一利己』はやや低い得点を示し，他者と協調するよりはむしろ自分
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の利益を優先させる傾向がみえ，r自立一甘え』がやや高いことを考え合わせると，甘えを排
し，自立を求める人間観を重要視しているといえる。
　人間福祉学科の学生は，r協調　利己』の因子得点が非常に高く，際立っている。他者との協
調を強く求める一方，『自立一甘え』もやや高いことから，自立も重視している。『社会的比
較』の因子得点は，わずかに低くほとんど他者と比較することに重きを置いていない。r宗教意
識』はわずかに高く，宗教を肯定しているが重視していない。
　3　学科別　生活感情満足
　図一2は，学科別に生活感情満足の平均値を示したものである。全体的には，対人関係満足
度が最も高く，次いで将来の自分に希望はもっているが，現実の目標達成に対する満足度はよ
り低く，自己に対する満足度が最も低い傾向にある。3．0（中立点「どちらともいえない」）を
基準にとると，社会福祉学部の学生は，日常生活の中で感じられる自分にはやや満足せず，現
在の目標達成に対する満足はわずかであるが，他者との関係にはかなり満足しており，職業の
展望など将来の目標達成にやや希望をもっている。これに対して，商経科の学生は，対人関係
にはやや満足しているが，自己に対してはやや不満を感じており，現実の目標達成にもわずか
ながら満足できず，将来の自己に対してもなんともいえないと感じている。「現実目標満足」と
「理想目標満足」では，社会福祉学部の学生と心経科の学生の間で満足度に有意差がみとめら
れる。「対人関係満足」については，社会福祉学科と人間福祉学科および人間福祉学科と商経科
との差は有意である。また，社会福祉学科と商経科の問で見られる自己認知満足の差も有意で
ある。
　　　　　　　　　　　　　　図一2　学科別　生活感情満足
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4
　4　4因子と生活感情との関係
　4因子の因子得点と生活感情満足4尺度との相関係数を，学部，学科別に算出したのが，二
一7，8，9，！0である。まず，社会福祉学部の学生では「宗教意識」は自己認知と5％水準
で有意に正相関している。「社会的比較」は現実目標満足と1％水準で，理想目標満足とは5％
水準で負相関している。「自立一甘え」は理想目標満足と比較的高く自己認知とも有意に正相
関している。「協調一利己」はかなり高く対人関係満足C527）および理想目標満足（．374）と
1％水準で正相関している。つまり，「他者と協調的であること」は，対人関係の満足と将来の
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自分への自信と関係し，「自立的であること」は，今の自分や将来の自分を信頼できることとつ
ながっていると考えられる。また，他老と自己を比較し，他者の視線で自己を見つめること
は，日常の達成感や将来の自分への自信とは逆比例することが示唆されている。
　次に，商経科の学生では，「協調一利己」の因子は，対人関係とはかなり高く（．416），理想
目標満足とも1％水準で，また自己認知の満足と5％水準で正相関している。「自立一甘え」の
因子は，現実目標満足と1％水準で，理想目標満足とは5％水準で正に相関している。「宗教意
識」は理想目標満足と．189と低いが5％水準で有意に正相関している。「社会的比較」の因子に
ついては，有意な相関関係は認められなかった。他者と協調的であることは，対人関係満足を
はじめ，日々の達成感や将来の自己への自信をもたらし，また「自立的であること」は，現実
の達成感や将来の自己への自信と関係していることが示唆されているといえよう。
　表一9と表一！0とを比較してみると，同じ社会福祉学部であっても，社会福祉学科と人間福
祉学科の間では，4因子と生活感情満足との相関関係は多少異なった様相が見られる。社会福
祉学科の学生では，「協調的一利己」と「自立一甘え」の両因子は，1％水準で有意に理想目標
満足と関係している。「協調的一利己」の因子は，かなり高く（．416）1％水準で対人関係と正
相関している。「自立一甘え」は，自己認知と5％水準であるが有意に正の相関が認められる。
「宗教意識」は，5％水準で有意に自己認知と正相関している。
　人間福祉学科の学生では，「協調的一利己」の因子は1％水準で，「宗教意識」は5％水準で
対人関係と有意に正の相関を示している。「自立一甘え」の因子は，1％水準で理想目標と正の
相関が認められるが，「社会的比較」は理想目標満足と5％水準で負相関している。
表一7　人間性4因子と生活感情満足4尺度との相関（社会福祉学部，N＝150）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊p〈．05　＊＊p＜．01
対　人　関　係 自　己　認　知 現　実　目　標 理　想　目　標
宗　教　意　　識 ．219＊＊ ．187＊ ．080 ．045
社　会　的　比　較 一．038 一．083 一．229＊＊ 一．235＊＊
自　立　一　甘　え ．177＊ ．229＊＊ ．154 ．350＊＊
協　調　一　利　己 ．491＊＊ 一．001 ．159 ．231＊＊
表一8　人間観4因子と生活感情満足4尺度との相関（商経科，N＝113）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊p＜．05　＊＊p＜．01
対　人　関　係 自　己　認　知 現　実　目　標 理　想　目　標
宗　教　意　　識 一．170 ．053 ．127 ．189＊
社　会　的　比　較 一．033 一．034 ．076 ∴050
自　立　一　甘　え ．142 ．107 ．268＊＊ ．225＊
協　調　一　利　己 ．416＊＊ 一．016 ．238＊ ．331＊＊
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表一9　人間観4因子と生活感情満足4尺度との相関（社会福祉学科，N＝81）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊p〈．05　＊＊p〈．01
対　人　関　係 自　己　認　知 現　実　目　標 理　想　目　標
宗　教　意　　識 ．198 ．223＊ ．069 ．082
社　会　的　比　較 一．034 一．026 一．332＊＊ 一．228＊
自　立　一　甘　え ．189 ．250＊ ．171 ．363＊＊
協　調　一　利　己 ．527＊＊ ．082 ．216 ．374＊＊
表一10　人間観4因子と生活感情満足4尺度との相関（人間福祉学科，N＝69）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊p〈．05　＊＊p＜．01
対　人　関　係 自　己　認　知 現　実　目　標 理　想　目　標
宗　教　意　　識 ．290 ユ32 ．！03 ∴003
社　会　的　比　較 一．052 一．154 一．102 一．246＊
自　立　一　甘　え ．185 ，194 ．136 ．330＊＊
協　調　一　利　己 ．375＊＊ 一．040 ．067 ．083
考
?
　本研究では，青年女子の人間観の構造を明らかにするために，「日本的自己」5尺度，「達成
動機」2尺度，「自意識」2尺度「宗教意識」3尺度の計12尺度について因子分析を行い，4つ
の因子を見出した。第1因子は宗教をどの程度評価し，信じ，実践しているかという「宗教意
識」の因子である。第2因子は他者の自己への視線を意識し，ウチには甘え，ソトには緊張し
て，負けを回避して他者より優れていたいという心理を示す「社会的比較」の因子である。第
3因子は甘えを脱し，集団に埋没することなく，競争志向的でなく自分なりの達成基準をめざ
し，自分の内面的考えや感情を大切にして，自己依拠的に生きるという「自立一甘え」の因子
である。第4因子は利己主義と競争的志向を排し，他者に無条件に信頼を寄せ，ウチとソトを
区別せず，人間同士の援助や付き合いを大切にし，他者と協調しようとする「協調一利己」の
因子である。
　仮定した4つの葛藤・対立軸と抽出された4つの因子との関係については，宗教を除いて，
　「集団主義一個人主義」，「競争的達成動機一自己充実的達成動機」，「公的自意識一私的自意
識」については，独立した因子としては抽出されず，「自立一甘え」と「協調一利己」の一方の
極に集団主義的特質が，他方の極に個人主義的特質が対置している。このことを考え合わせる
と，青年の人間観は，「他者の視線を気にする」という伝統的な特質に，「競争志向」という現
代的要請が加味して成立すると考えられるr社会的比較』という背景の下に，伝統的な集団主
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義の方向と，現代的な個人主義の方向で捉えられていると見ることができる。集団主義と個人
主義は対置した形ではなく，高田ら（1995）の研究でも明らかにされたように，日本的人間観
には個人主義も重要な要素として含まれているといえよう。
　発達的に青年後期に位置すると同時に，異なった専門を志す本学社会福祉学部女子学生と本
学短期大学部女子学生とを比較してみると，有意差がほとんどないので一般化することはでき
ないが，社会福祉学部と商経科の違いは顕著であり，社会福祉学部の中でも，学科によって，
各因子の重要度は異なっていることが示された。
　商経科の学生は，他者の視線を強く意識することはほとんどない。自立はあまり意識され
ず，甘えがやや肯定されている。他者と協調することには重きを置かず，他者をしのいで社会
から評価されることを期待し，自分の利益を追求する人間観を重視する特質が捉えられる。高
田ら（1995）は，青年（地方国立大生，平均年齢20．3歳）と成人とを日本的自己の在り方につ
いて比較している。その結果，青年は「個人の自立」をやや否定し，逆に「排他的な自分本
位」をやや肯定し，そして「分け隔てのない親和性」を極めて高く肯定することを見出した。
商経科の学生はこの結果と比較的似ているが，「分け隔てのない親和性」に相当する「対人関係
重視」は否定している。
　それに対して，社会福祉学部の学生は自立することを重視している。他者を意識する者とし
ない者に，また対人関係を重視する者と自己の利益を優先する者とに分かれている。学科別に
見てみよう。社会福祉学科の学生は他者を意識しているが，伝統的集団主義のように対人関係
に重きを置くのではなく，他者と協調するよりはむしろ自分の利益を優先させ，甘えを排し，
自立を求める人間観を重要視しているといえる。人間福祉学科の学生は，集団主義の特質であ
る他者との協調を強く求める一方，個人主義の特質である自立も重視している。他者の視線を
意識せず，他者との比較に重きを置いていない。宗教を肯定しているが重視していない。この
ように青年の人間観にはかなり多様性があることが示唆された。本研究では青年女子を対象と
したが，今後，青年男子も含め，専攻についても幅を広げて検討する必要がある。
　宗教については，社会福祉学部の学生はやや肯定し，商経科の学生は否定的であるという結
果をえた。専門の特性から類推し，商経科学生の商業・経済活動に対する関心をもの志向と捉
えるならば，宗教の対立概念としてもの志向の質問項目を設定して検討する可能性が示唆され
た。
　社会福祉学部の学生については，「他者と協調的であること」は，対人関係の満足と将来の自
分への自信と関係し，「自外的であること」は，今の自分や将来の自分を信頼できることとつな
がっていると考えられる。また，他者と自己を比較し，他者の視線で自己を見つめることは，
日常の達成感や将来の自分への自信とは逆比例することが示唆されている。
　商経科の学生は，他者と協調的であることは，対人関係満足をはじめ，日々の達成感や将来
の自己への自信をもたらし，また「自立的であること」は，現実の達成感や将来の自己への自
信と関係していることが示唆されているといえよう。このように個人の自立とともに他老との
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協調が，生活感情の満足をもたらすことが明らかにされた。
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構成
T念
尺度（下
ﾊ様態）
測定しようとする
S理的内容
尺度を構成するアンケート項目
iNαは，アンケートでの提示順）
対人関係
d視
「ウチ・ソト」を区別
ｹず，人間同土の相互
㍼浮竦l付き合いの大
ﾘさを強調する考え方
i「間人主義」の対人
ﾖ係の相互依存・本質
汲ﾉもとつく）
1．社会生活では，お互いに相手の立場に立つことが必
@　要だ。
T．「人は情け」というように，相手への思いやりが大
@　切だ。
P0．自分に役立つかどうかより，人との付き合い自体を
@　大切にしたい。
P3．親身に助け合わなければ，社会生活は成り立たな
@　い。
P9．親しく付き合える人がいないと，生活が味気なくな
@　る。
Q1．事を決める場合，身近な人の意向にも配慮すべき
@　だ。
Q3．利害をはなれて，人と付き合うことは楽しい。
?????????????????????????
ウチへの
ﾃえ．
「自他の未分化」，「ウ
`・ソトの区分」，「集
cへの埋没」を特徴と
ｷる考え方（「甘え」
T念にもとつく）
3．単独行動は不安なので，集団行動の方がすきであ
@　る。
S．馴れない他人と会う際，乳児のようにその人を避け
@　る。
U．家では威張っているが，外では小さくなってしま
@　う。
W．何かをするとき，事前に力不足を強調し，弁解をす
@　る。
X。1人ではできないことも，集団であればやれる。
P1．他人の好意には恐縮するが，身内には平気でいられ
@　る。
P4．身内にはわがままだが，外では好人物で通ってい
@　る。
P5．親しい間柄では，好意への感謝を言葉にしない。
P7．物事を決定するときは、全員一致にしたい。
I8．知らぬ土地では人目をはばからず，勝手に振る舞
@　う。
Q5．家族内など親しい関係では，背信行為を重大視しな
@　い。
他者への
M頼
他者に対するいわば無
?盾ﾌ依存・信頼を強
ｲする考え方（「間人
蜍`」の相互信頼にも
ﾆつく）
26．自分の行動には，相手もきっと応えてくれる。
Q7．困ったときにも，誰か助けてくれるものだ。
Q9．一度知り合いになった人との縁は，簡単にきれな
@　い。
R0．心から詫びれば，和解できると考える。
R1．自分をさらけ出した方が，相手とうまくやっていけ
@　る。
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個人の自 他者と自己を峻別する 2．何事によらず，自分のことは自分自身の力でやるべ
立 考え方（「個人主義」 きだ。
　　　　　　　　　噛ﾌ自己依拠にもとづ 7．自分をしっかり持たなければ，世渡りはできない。
く） 12．人の生活は，他人からむやみに干渉されるべきでな
い。
16．個人の権利は，何としても守らなくてはならない。
20．社会生活では，互いに意志をはっきり言う必要があ
る。
利己主義 他者を排除し自分の利 22．人間は自分のことしか考えない。
益のみを重視する考え 24．他人の言うことは，簡単に信じられるものではな
方（「個人主義」の自 い。
己中心にもとつく） 28．他人とうまくやるのも，わが身が大切だからだ。
32．必要がなければ，社交的な会合に出ようとは思わな
いq
自己充実 他者・社会の評価には 33．何でも手がけたことには，最善をつくしたい．
的達成動 とらわれず，自分なり 35．何か小さなことでも，自分にしかできないことをし
機 てみたい。
めざす達成動機 36．いろいろなことを学んで自分を深めたい。
38．人に勝つことより，自分なりに一生懸命やることが
大事だと思う。
41．決められた仕事の中でも，個性を生かしてやりた
い。
43．難しいことでも，自分なりに努力してやってみよう
と思う。
達 44．こういうことがしたいなあと考えると，わくわくす
る。
47．みんなに喜んでもらえる，すばらしいことをした
い。
成 49．ちょっとした工夫をすることが好きだ．
51．いつも何か目標をもっていたい。
53．結果は気にしないで，何かを一生懸命やってみた
い。
動
競争的達 他者をしのぎ，他者に 34．競争相手に負けるのはくやしい。
成動機 勝つことで社会から評 37．どうしても私は，人より優れていたいと思う。
価されることをめざす 39．社会の高い地位をめざすことは重要だと思う。
機 達成動機 40．他人と競争して勝つとうれしい。
42．勉強や仕事を努力するのは，他の人に負けないため
だ。
45．ものごとは，他の人よりうまくやりたい。
46．世に出て成功したいと強く願っている。
48．就職する会社は，社会で高く評価されるところを選
びたい。
50．成功するということは，名誉や地位を得ることだ。
52．今の社会では，強いものが出世し，勝ち抜くもの
だ。
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公的自意 自己の服装や髪型，あ 54．自分についてのうわさに関心がある。
識 るいは他老に対する言 55．人の目に映る自分の姿に心を配る。
動など，他者が観察し 57．自分が他人にどう思われているか気になる。
うる自己の側面に注意 61．他人からの評価を考えながら行動する。
を向ける程度に関する 62．人前で何かする時，自分のしぐさや姿が気になる。
個人差 63．自分の発言を他人がどう受け取ったか気になる。
69．人に見られていると，ついかっこうをつけてしま
? う。
70．人に会う時，どんなふうにふるまえば良いのか気に
なる。
71．自分の容姿を気にするほうだ。
72．初対面の人に，自分の印象を悪くしないように気づ
かう。
音’山、
私的自意 自己の内面や感情，気 56．しばしば，自分の心を理解しようとする。
識 分など，他者からは直 58．ふと，一歩離れた所から自分をながめてみることが
切観察されない自己の ある。
側面に注意を向ける程 59．自分がどんな人間か自覚しようと努めている。
度に関する個人差 60．他人を見るように自分をながめてみることがある。
識 64。その時々の気持ちの動きを自分自身でつかんでいた
@　い。
U5．自分で反省してみることが多い。
66．つねに，自分自身を見つめる目を忘れないようにし
ている。
67．自分が本当に何をしたいのか考えながら行動する。
68．気分が変わると，自分自身でそれを敏感に感じ取る
ほうだ。
宗教の価 宗教をどんな側面から 73．宗教・信仰は，心に安らぎ・落ち着きを与える。
値 どの程度評価している 74．宗教・信仰は，願いや望みをかなえてくれる。
か 75．宗教・信仰は，困難に立ち向かう時のやる気・勇気
を与えてくれる。
宗 76．宗教・信仰は，自分の人生の指針となる。
77．宗教・信仰は，悪魔・悪霊・悪い運命から自分を守
ってくれる。
教 78．宗教・信仰は，死後の救済や成仏・往生を保証して
くれる。
79．宗教・信仰によって，再生・復活・輪廻がよりょく
意 行える。
宗教的信 宗教について，どのよ 80．神仏の存在を信じている。
識 条 うなことを，どの程度 81．経典などの教えを信じている。
信じているか 82．天国・地獄の存在を信じている。
83．運命・報いということを信じている。
84．神秘的な力の存在を信じている。
85．お守りやお札などの力を信じている。
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宗教的実 宗教について，どのよ 86．常に礼拝・お勤め・修業・布教など宗教的実践をし
践 うなことを，どの程度 ている。
実践しているか 87．時々，お祈りやお勤め等をしている。
88．年に1～2回程度，先祖の墓参りをしている。
89．経典等の宗教関係の本を，時々読んでいる。
90．身の安全・商売繁盛・入試合格を祈りに，お寺や神
社に行く。
91，お守りやお札等を自分の身の周りに置いている。
対人関係 日常生活の申で他者に 92．私は友だちと，とても気持ちが通いあっている。
向けられる，あるいは 98．私には，心から親友といえる友だちがいる。
他者との関係で生じる 99．私は，周囲の人たち（友だち・家族など）に受け入
感情 れられている。
104．私は，周囲の人たち（友だち・家族など）の期待に
応えたい。
生
自己認知 日常生活の中で自己に 93．私は，自分の良さが分かっている。
向けられ，あるいは自 94．私は，今の自分に誇りを持っている。
己に感じられる感情 100．私は，有能で可能性に富む人間であると感じる。
活 105．私には，人より優れた何かがあると感じる。
現実目標 日々の生活における現 95，日々の生活の中で，熱中する（没頭する・打ち込め
実目標の達成に関わる る）ことがある。
感 感情 96．日々の生活の中で，何かを成し遂げる喜びを感じて
いる。
101．日ごろはりのある生活を送っていると感じる。
106．私は，日々の生活の中で生きる喜びや実感を味わっ
情 ている。
理想目標 将来の理想目標達成に 97．私は自分に適した，理想とする職業に就くことがで
関わる感情あるいは将 きると感じる。
来展望により生じる感 102．私は，自分の将来に希望を持っている。
情 103．私には，生きていく上での目標があると感じる。
107．私は，自分の生き方は自分で決められると感じる。
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